
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

 激動の 2011年もあとわずかとなりました。 

時の流れの早さを誰もが感じられることと思います。

人は幸せ、幸福を求め日々努力を続けて生きています

が、時には、大きな試練にぶつかる事もあります。 

 今年は幾度もこの試練を味わう年になりました。 

 3 月 11 日東日本大震災が発生し直後に原発事故が

起きてしまいました。私は被災地の方々の辛さ悲しさ

を思うと津波の写真などを当時の「ASADA通信」に

載せることが出来ませんでした。 

 9 ヶ月が過ぎ少しずつ復興に向けて立ち上がろうとする気配が見えてきた今、改めて今年起き

た大きな出来事として今月号に載せる事に致しました。 

 載せた理由の一つに、決して私たちは、この事実を「風

化させてはならない事」と思えたからです。そして今、改

めて思うことは、人は生まれながらにして困難を乗り越え

る事の出来る運命を持ってこの世に生を受けているのでは

ないかと…。 過去の歴史を振り返ってもその時代、その

時代で、様々な災難がまるで、津波のように押し寄せ、そ

して引いて、又襲いかかってくる。この繰りかえしで歴史

が刻まれ人々は生き抜いて来たのです。そう思うと今年の

大きな災難も、必ず乗り越えられるものだと思うのです。

そして明日への希望を繋いでほしいと心から願っています。  
 

Ⅰ、東日本大震災 

 東北地方太平洋沖地震とそれに伴って発生した津波、及

びその後の余震により引き起こされた、大規模地震災害で

ある。マグニチュードは日本観測史上最大の 9.0 を記録。

この地震により、場所によっては波高 10ｍ以上最大遡上高

（そじょうだか）38.9ｍにものぼる大津波が発生し、東北

地方の太平洋沿岸部に壊滅的な被害をもたらした。死者行方不明者を合わせると2万人を超え、

被災者は 10 万人を超える。 
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東日本大震災と津波 

 

●原子力発電所 ■死者行方不明者のいる県 



Ⅱ、福島原発事故 

 地震と津波による被害を受けた東京電力福島第一原子

力発電所では、全電源を喪失して原子炉を冷却できなくな

り、大量の放射性物質（セシウムやヨウ素など）の放出を

伴う重大な原子力事故が発生した（福島第一原子力発電所

事故）。これにより、周辺半径 20ｋｍ以内一帯の住民は長

期の避難を余儀なくされている。その他の発電所でも損害

が出たため、関東・東北地方は深刻な電力不足に陥った。 

 

Ⅲ、災害に苦しむ国民に勇気を与える両陛下 

 日本の国土は地震や台風が多く、時とし

て国民が大きな被害を受ける事も少なくあ

りません。 

 大きな災害で被害が出る度に、天皇皇后

両陛下は災害に苦しむ住民たちの避難所を

ご訪問され慰め励まし、そのことが被災者

の人々に大きな勇気を与えています。 

 このときも余震の危険性が大きいにも関

わらず、天皇皇后両陛下は積極的に現地の

避難所を御訪問されています。 

 

Ⅳ、当時の避難所の様子 

 愛する家族を失った人、

消息不明の家族の安否を待

ちわびる人、無事でいた事

に互いに喜び合う人々。 

明日の生活のメドも立たな

い震災直後の被災者の方々

です。 

 自粛も大切ですが、それ

より一日も早く復興し、亡

くなった方を弔い、被災し

た方々が安心して暮らせる

よう、又今まで以上に良い日本を皆で作って行きたいものですね。 

（12 月 7 日現在の行方不明者 3,529 名） 

 

― 皆さま、どうぞ良いお年をお迎え下さい ― 
 

今月はカレンダーを同封いたしました。ご利用いただければ幸いです。 

 

福島原発事故 

 

避難所をご訪問の両陛下 

 

東日本大震災避難所 

 

解らないことがありましたら麻田まで気兼ねなくお電話下さい。 


